
 

 教科に関する調査報告【豊中市】中学校 国語の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

〇正答率の分布は、総問題数１４問中、１１問の正答数を頂点

とする右寄りの山型に分布しています。 

〇レーダーチャートの描くラインは、全国の状況とほぼ同じ 

傾向を示しています。 

〇「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で高

い値を示し、「国語への関心・意欲・態度」の領域、「記述式」

で低い値を示しています。 

国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

１一 
話合いでの司会の発言の役割について 

説明したものとして適切なものを選択する 
話合いの話題や方向を捉える 87.8 86.7 89.7 

１二 
話合いでの発言について説明したものとして

適切なものを選択する 
質問の意図を捉える 93.0 90.9 92.5 

１三 

参加者の誰がどのようなことについて 

発言するとよいかと、そのように考えた 

理由を書く 

話合いの話題や方向を捉え

て、話す内容を考える 
54.9 50.9 57.1 

２一 
意見文の下書きを直した意図として適切な

ものを選択する 

書いた文章を読み返し、語句

や文の使い方、段落相互の関

係に注意して書く 

23.8 22.7 24.8 

２二 
意見文の下書きの構成の工夫について、 

自分の考えを書く 

書いた文章を互いに読み 

合い、文章の構成の工夫を 

考える 

72.9 70.5 74.5 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

１一 
話合いでの司会の発言の役割について 

説明したものとして適切なものを選択する 
話合いの話題や方向を捉える 0.2 0.2 0.2 

１二 
話合いでの発言について説明したものとし

て適切なものを選択する 
質問の意図を捉える 0.2 0.2 0.2 

１三 

参加者の誰がどのようなことについて 

発言するとよいかと、そのように考えた 

理由を書く 

話合いの話題や方向を捉え

て、話す内容を考える 
4.0 4.6 3.4 

２一 
意見文の下書きを直した意図として適切な

ものを選択する 

書いた文章を読み返し、語句

や文の使い方、段落相互の関

係に注意して書く 

0.3 0.3 0.3 

２二 
意見文の下書きの構成の工夫について、 

自分の考えを書く 

書いた文章を互いに読み 

合い、文章の構成の工夫を 

考える 

11.6 12.0 8.5 

①話題や展開を捉えながら話し合う 

話題や展開を捉えながら話し合うためには、

何についてどのような目的で話し合っているか

といった、目指している到達点を常に意識する

ことが大切です。その際、多くの発言によって

考えを広げていく段階や、出された発言の内容を

整理しながら考えをまとめる段階など、いずれ

の段階においても話題を意識し過程を捉え 

ながら話したり聞いたりすることが大切です。 

― ここがポイント ― 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 
正答率 

無回答率 

②読み手の立場に立って文章を整える 

目的や意図に応じて、読みやすくわかりやすい

文章にするためには、読み手の立場に立って文

章を整えるようにします。その際、文章の表記

や語句の用法、叙述の仕方、表現の効果などを

確かめることが大切です。自分の書いた文章の

表現を確かめる際には、誤解のない表現や 

より効果的な表現にしていくようにしていく 

ことが大切です。 

ここが豊中市の子どもたちの課題！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①話合いの話題や方向を捉えること、②質問の意図を捉えること、③話合いの話題や方向を捉えて、話す内容を

考えること【話すこと・聞くこと】 

設問１ 

≪出題の趣旨≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問１二 質問の意図を捉えることができるか

どうかをみる。 

 

＊正解は３ 

 

Q. 必要に応じて記録したり質問したりしながら 

話の内容を捉えるためには？ 

 

A.報告などを聞く際には、話の内容を理解する

ために、必要に応じて重要な情報を書き留め 

 たり、分からないことや知りたいこと、確か

めたいことなどを話し相手にたずねたりする 

 ことが大切です。キーワードや気づきを書く 

 などの効果的な記録の取り方や知りたい情報 

 に合わせて質問するなどの効果的な質問を 

 心がけることが大切です。 

【豊中市の子どもたちの強みが見られた問題】 

正答率：93.0％（豊中市） 

         92.5％（全 国） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

①書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係に注意して書くこと、②書いた分を互いに読み 

合い、文章の構成の工夫を考えること【書くこと】 

設問２ 

≪出題の趣旨≫ 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問２二 書いた文章を互いに読み合い、文章の

構成の工夫を考えることができるか

どうかをみる 

 

Q.読み手からの助言などを踏まえて、自分が 

書いた文章のよい点や改善点を見いだすための

ポイントは？ 

 

A.書いた文章を互いに読み合う際には、読み手は

書き手の目的を理解した上で、単なる印象では

なく、具体的な部分や事柄を取り上げて助言 

などをするようにします。また、書き手は

読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章が

他者にどう読まれるかを自覚し、次の自分の 

書く活動へ生かす具体的な視点を得ることが 

大切です。 

【豊中市の子どもたちの課題が見られた問題】 

正答率：72.9％（豊中市） 

         74.5％（全 国） 

（正答例） 

１ 段落で自分の考えを述べ、 ４ 段落で   

繰り返し述べるという工夫があり、伝え 

たいことが明確になっていると思う。 

（正答例） 

 ３ 段落で自分の意見に対して予想される  

反論について述べることで、 4 段落の 

意見に説得力をもたせている。 

 

（正答例） 

 ２ 段落で具体例について述べることで、 

１ 段落や ４ 段落の意見がわかりやすく

なっていると思う。 

（誤答例） 

読み手にわかりやすく伝わるように、自分

の体験や考え方について段落を分けて 

書いている。 

 

＊上記のように解答した生徒は、文章の 

構成について触れていますが、【意見文の

下書き】のどの部分のことなのかを具体的

に示すことができていません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

３一 
「呼吸をのみこんだ」の意味として適切なもの

を選択する   

文脈の中における語句

の意味を理解する 
46.6 40.5 43.7 

３二 
「喝采してやる」と「とった」のそれぞれについて、

誰の動作化なのかを選択する 

場面の展開、登場人物の

心情や行動に注意して

読み、内容を理解する 

61.6 56.8 58.7 

３三 
「反対の結果を呈出した」について、このことが

分かる「黒」の様子を文章の中から抜き出す 

登場人物の言動の意味

を考え、内容を理解する 
73.9 68.6 71.0 

３四 

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どの 

ような接し方をしているかや、そのような接し

方をどう思うかを書く 

文章に表れているもの

の見方や考え方を捉え、

自分の考えをもつ 

12.9 15.5 20.5 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

３一 
「呼吸をのみこんだ」の意味として適切なもの

を選択する   

文脈の中における語句

の意味を理解する 
0.3 0.3 0.4 

３二 
「喝采してやる」と「とった」のそれぞれについて、

誰の動作化なのかを選択する 

場面の展開、登場人物の

心情や行動に注意して

読み、内容を理解する 

0.4 0.4 0.4 

３三 
「反対の結果を呈出した」について、このことが

分かる「黒」の様子を文章の中から抜き出す 

登場人物の言動の意味

を考え、内容を理解する 
7.7 8.9 7.3 

３四 

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どの 

ような接し方をしているかや、そのような接し

方をどう思うかを書く 

文章に表れているもの

の見方や考え方を捉え、

自分の考えをもつ 

26.0 27.7 24.1 

②場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化 

などについて、描写を基に捉える 

文学的な文章を読む際には、場面の展開や登場人物

の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に

捉えるために、目的に応じて細部の描写にも着目し

ながらていねいに読む必要があります。 

①文脈の中における語句の意味を理解しながら 

文学的な文章を読む 

文学的な文章を読むためには、言葉を手掛かりにし

ながら文脈をたどり、観点を定めて読むことが 

必要であり、そのことによって深い理解が得られ 

ます。文章の中の時間的、空間的な場面の展開、 

登場人物の相互関係や心情の変化、行動や情景の 

描写などに注意しながら読み進めるようにしま 

しょう。 

― ここがポイント ― 

正答率 

無回答率 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 

 

ここが豊中市の子どもたちの課題！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①文脈の中における語句の意味を理解すること、②場面の展開や登場人物の心情や行動に注意して読み、内容を理解

すること、③登場人物の言動の意味を考え、内容を理解すること、④文章に表れているものの見方や考え方を捉え、

自分の考えをもつこと【読むこと】 

設問３ 

≪出題の趣旨≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問３四  文章に表れているものの見方や 

         考え方を捉え、自分の考えをもつ 

ことができるかどうかをみる。 

 

Q.文章を読んで理解したことに基づいて、自分

の考えを確かなものにするためには？ 

 

A.文学的な文章を読んで自分の考えをもつた

めには、「構造と内容の把握」や「精査・解

釈」の学習過程を通して理解したことを他者

に説明したり、他者の考えやその根拠などを

知ったりすることが大切です。その上で、 

改めて自分が文章をどのように捉えて精査・

解釈したかを振り返ることで自分の考えを 

確かなものにすることが大切です。 

 

 

【豊中市の子どもたちの課題が見られた問題】 

正答率：12.9％（豊中市） 

         20.5％（全 国） 

（正答例） 

「はなはだ御しやすい猫で

ある」と評価しており、「吾

輩」は「黒」の機嫌を取る 

ような接し方をしていること

がわかる。私はこのような

「吾輩」の接し方はとても賢

いと思う。 

（正答例） 

「元来黒は自慢をするだけに

どこか足りないところが 

あって」と相手を見下すような

接し方をしていて、あまり 

よい気持ちがしない。 

（誤答例） 

吾輩は黒を少し見下して 

接している。このような 

接し方は相手に失礼だと 

思う。 

 

＊上記のように解答した 

生徒は、表現を文章の中から

引用できていません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

４一① 漢字を読む（伸ばして） 文脈に即して漢字を正しく 

読む 

97.6 97.3 97.5 

４一② 漢字を読む（詳細） 89.0 87.3 88.8 

４二 
「随時」の意味として適切なもの

を選択する 

事象や行為などを表す多様な

語句について理解する 
74.1 72.2 74.0 

４三 
「行く」を適切な敬語に書き直し、

その敬語の種類として適切なもの

を選択する 

相手や場に応じて敬語を適切

に使う 45.2 38.6 40.3 

４四 
事前に確かめておきたいことに 

ついて相手に失礼のないように 

書く 

伝えたい事柄が相手に効果的

に伝わるように書く 
71.9 69.2 71.9 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

４一① 漢字を読む（伸ばして） 文脈に即して漢字を正しく 

読む 

1.5 1.7 1.5 

４一② 漢字を読む（詳細） 2.1 2.8 2.3 

４二 
「随時」の意味として適切なもの

を選択する 

事象や行為などを表す多様な

語句について理解する 
1.0 1.0 1.1 

４三 
「行く」を適切な敬語に書き直し、

その敬語の種類として適切なもの

を選択する 

相手や場に応じて敬語を適切

に使う 
1.5 1.6 1.7 

４四 
事前に確かめておきたいことに 

ついて相手に失礼のないように 

書く 

伝えたい事柄が相手に効果的

に伝わるように書く 
10.9 12.1 9.7 

①文脈に即して漢字を正しく読む 

漢字一字一字音訓を理解し、語句として話や文章の

中において文脈に即して意味や用法を理解しながら

文章を読むことが大切です。教科書を読むことや 

読書を通して漢字の読みの習熟と応用を図りまし 

ょう。辞書を活用することも効果的です。 

― ここがポイント ― 

③目的や意図に応じて、読み手にわかりやすく伝わる 

ように書く 

伝えたいことを読み手にわかりやすく伝えるため

には、目的や意図に応じて説明や具体例を加えたり、  

表現しようとする内容に最もふさわしい語句を 

選んで描写を工夫したりすることが大切です。詳しく  

書く必要のある場合や簡単に書いた方が効果的で

ある場合などを判断しながら書き表し方を工夫 

してみましょう。 

正答率 

無回答率 

②事象や行為などを表す多様な語句について理解

する 

事象や行為などを表す多様な語句については、生活

の様々な場面や状況に応じて、適切に使うことがで

きるようにしましょう。辞書を活用して似た意味を

持つ語句を調べたり、複数の語句と比べてどれが 

最もふさわしい表現かを検討することも効果的です 。 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問４ 

≪出題の趣旨≫ 

①文脈に即して漢字を正しく読むこと、②事象や行為などを表す多様な語句について理解すること、③相手や 

場に応じて敬語を適切に使うこと、④伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くこと【書くこと】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問４三 相手や立場に応じて敬語を使うことが

できるかどうかを見る 

 

Q. 相手や場に応じた言葉遣いを理解し、適切に

使うには？ 

 

A.公的な場面では改まった言葉遣いをすること

や会話をしたり手紙を書いたりする際には 

相手に応じた語句を選ぶことが大切です。自分

の発信した情報がどう受け止められるかを 

想像したり、相手の状況や媒体の特性（手紙、

電子メール）などを考慮したりしましょう。 

【豊中市の子どもたちの強みが見られた問題】 

正答率：45.2％（豊中市） 

         40.3％（全 国） 

（正答例） 

次の条件を満たして解答している。 

①以下の a,bのいずれかを書いている、 

  a 「伺う」、「参る」 

  b 「ご訪問する」、「お訪ねする」など、状況に 

合う a 以外の言葉 

②敬語の種類として２を選んでいる 

（誤答例） 

・（行く）伺う、（敬語の種類）１ 

・（行く）参る、（敬語の種類）３ 

 

＊上記のように解答した生徒は、「行く」を適切な敬語

に直すことはできているが、その敬語が謙譲語である

ことが理解できていません。 

（誤答例） 

・（行く）いらっしゃる、（敬語の種類）１ 

・（行く）行かれる、  （敬語の種類）１ 

 

＊上記のように解答した生徒は、尊敬語と謙譲語を 

適切に使い分けることができていません。 


